 eq \o\ad(私立大学図書館協会西地区部会,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
２００４年度第２回阪神地区協議会定期総会議事要録
日    時 ： ２００５年２月１８日（金）  １４：００～１６：００

会    場 ： 姫路獨協大学本部棟西館５階　会議室３

出    欠 ：  eq \o\ad(出席校,　　　　　　) ………………………… ４１校（４６名）

             eq \o\ad(欠席校,　　　　　　) ………………………… ２１校（内、委任状提出校２１校）

            〔詳細別紙〕

配付資料 ：

    １）阪神地区協議会役員校輪番制確定基礎資料調査について（お願い）

議    事 ：

議事に先立ち、姫路獨協大学附属図書館・平野栄久館長から開会の挨拶があった。なお、議長選出まで、議事の進行は同図書館・長野義明事務次長が行うこととした。

Ⅰ． eq \o\ad(議長選出,　　　　　)
阪神地区協議会議長校当番順位（ローテーション表）に基づき、大手前大学図書館・　　竹村宏事務室長代理を議長に選出した。

Ⅱ． eq \o\ad(報告事項,　　　　　)
報告事項に先立ち、議長から本日の出欠等について報告があり、定期総会が成立している旨、報告があった。

1． 阪神地区協議会報告

1） 阪神地区協議会会務報告

理事校である姫路獨協大学（長野氏）から、総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

（1） 加盟校数（２００５年２月１８日現在）

（2） ２００４年度役員校

（3） ２００４年度運営委員会委員

（4） ２００４年度第１回阪神地区協議会定期総会

（5） ２００４年度第１回阪神地区協議会運営委員会

（6） ２００４年度第２回阪神地区協議会運営委員会

（7） ２００４年度第３回阪神地区協議会運営委員会

  なお、新規加盟校の紹介があり、大阪女学院大学・短期大学図書館の坂本恭子副館長・司書長から挨拶があった。

2） 阪神地区研究会報告

兵庫大学（小西氏）から、総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

（1） ２００４年度第１回阪神地区研究会

（2） ２００４年度第２回阪神地区研究会

3） 阪神地区相互利用運営幹事校報告

神戸薬科大学（木口氏）から、総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、

これを了承した。

（1） ２００４年度阪神地区相互利用担当者連絡会

（2） ２００４年度阪神地区相互利用分担保存委員会

4） 阪神地区書誌学研究会報告

武庫川女子大学（欠席）に代わり議長から、総会資料に基づき、次の項目について報告があり、これを了承した。

（1） ２００４年度阪神地区書誌学研究会

2． 西地区部会会務報告

姫路獨協大学（長野氏）から総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

  １）西地区部会加盟校（２００５年２月１８日現在）

  ２）役員校・当番校ならびに研究会幹事校

（1） ２００５年度西地区部会研究会幹事校

（2） ２００５・２００６年度西地区部会役員校

（3） ２００６年度西地区部会研究会幹事校

3） ２００４年度西地区部会総会

  ４）西地区部会研究会

    （１）２００４年度西地区部会研究会

  ５）西地区部会役員会

（1） ２００４年度第１回役員会

（2） ２００４年度第２回役員会

６）２００５年度西地区部会研究会第１回運営委員会

７）２００４年度館長懇話会
3． 協会関係事項報告

姫路獨協大学（長野氏）から総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

１）協会加盟校

（1） ２００４年度加盟校数（２００５年２月１８日現在）

（2） ２００４年度新規加盟校（２００５年２月１８日現在）

　２）常任幹事会

　　（１）２００４年度第１回常任幹事会

　　（２）２００４年度臨時常任幹事会（２００４年５月２１日）

　　（３）２００４年度臨時常任幹事会（２００４年７月２３日）

３）東西合同役員会

（1） ２００４年度第１回役員会

4） 第６５回（２００４年度）私立大学図書館協会総会・研究大会

5） 国際図書館協力委員会

6） 私立大学図書館協会ホームページ委員会

　　なお、長野氏から、臨時常任幹事会の議題となった「永年勤続者表彰制度」に関し、「永

年勤続表彰制度検討委員会」が設置されたこと、及び２００４年１２月３日に開催された第１回同委員会での審議状況について説明があった。

4． 協会関連事項報告

姫路獨協大学（長野氏）から総会資料に基づき、次の各項目について報告があり、これを了承した。

1） 国公私立大学図書館協力委員会報告

2） 日本図書館協会大学図書館部会報告

Ⅲ． eq \o\ad(協議事項,　　　　　)
1． 「協会ホームページ委員会」委員について

姫路獨協大学（長野氏）から、協会ホームページ委員会の活動状況と２００５年度以降の体制についての説明の後、次の提案があった。

西地区部会においては、地区協議会から選出の３校および会長校が委員に当たることになり、阪神地区と中国・四国地区との間で１名選出することになった。ただし、阪神地区は次期理事校の大阪国際大学が２００５・２００６年度の協会報編集委員校となることから、ホームページ委員は中国・四国地区から選出することで了解を得ている。

委員を選出しない地区もホームページ、メーリングリストの管理は必要となるので、阪神地区の担当は大阪国際大学にお願いしたい。

審議の結果、異議無く、これを承認した。

2． 「近畿地区大学図書館協力委員会」（仮称）への参加について

姫路獨協大学（長野氏）から、次の説明、提案があった。

京都大学から、国公私立の枠を越えた、近畿地区各大学図書館の協力の可能性について阪神・京都両地区に対して提案があり、２００４年９月２２日に本件に係る会合があった。

会の主旨は、研究会の共催等、国公私立大学図書館間の協力関係を模索することであり、人的、経費的に私立大学側に負担を強いることはない。

阪神地区として参加することに異議が無ければ、関西大学、関西学院大学に準備委員をお願いしたい。

審議の結果、異議無く、これを承認した。

3． 平安女学院大学の阪神地区協議会への移籍について

姫路獨協大学（長野氏）から、次の説明、提案があった。

平安女学院大学（京都地区、本部：京都市）の２キャンパスの内、びわ湖守山キャンパス（滋賀県守山市）が閉鎖となり、２００５年度以降高槻キャンパス（大阪府高槻市）が存続する。会長校（早稲田大学）からは、活動面の便宜を考慮すると、本部ではなくキャンパスの所在する地区への所属が妥当との見解を得ている。また、京都地区協議会は、阪神地区協議会が移籍を認めるならこれを了承するとの立場を表明している。

　　平安女学院大学の阪神地区協議会への移籍を認めたい。

　　審議の結果、異議無く、これを承認した。

４．その他

　姫路獨協大学（長野氏）から、研究会交付金等の決算方法について次の説明、提案があった。

阪神地区研究会幹事校と相互利用運営幹事校の予算については、これまで決算報告が行われていなかったが、次期幹事校への引継ぎや研究会等内容策定時の参考資料としての価値の面から報告対象としたい旨の提案が第３回運営委員会で出され、運営委員会の場で決算報告をすることとした。今後も同様に扱いたい。

審議の結果、異議無く、これを承認した。

Ⅳ． eq \o\ad(承合事項,　　　　　)
無し

Ⅴ． eq \o\ad(確認事項,　　　　　)
1． 次期阪神地区協議会役員校

姫路獨協大学（長野氏）から、総会資料に基づき、次期阪神地区協議会の役員校につ

いて報告があり、これを確認した。

2． ２００５年度第１回阪神地区協議会議長校

姫路獨協大学（長野氏）から、総会資料（ローテーション表）に基づき、次回阪神地

区協議会定期総会の議長校は関西外国語大学である旨、報告があり、これを確認した。

３．２００７－８年度阪神地区協議会理事校

姫路獨協大学（長野氏）から、総会資料（ローテーション表）に基づき、２００７－８年度阪神地区協議会理事校は大手前大学である旨、報告があり、これを確認した。

４．２００６年度私立大学図書館協会総会・研究大会当番校

　　姫路獨協大学（長野氏）から、総会資料（ローテーション表）に基づき、２００６年度私立大学図書館協会総会・研究大会当番校は関西学院大学である旨、報告があり、これを確認した。報告要旨は次のとおり。

　　標記当番校は当初、東地区部会の担当順であったが、２００４年１０月８日に開催された２００４年度第２回西地区部会役員会で、協会会長校（早稲田大学）からの要望として西地区部会長校（南山大学）より、開催準備の便宜等を考慮して当番校は当該年度の会長校の所属する部会から選出することとしたく、西地区部会での担当順により阪神地区から選出願いたい旨の依頼があった。

　　調整の結果、関西学院大学が担当することとなった。

Ⅵ．談話事項
１．「阪神地区協議会役員校輪番制確定基礎資料」について

　　姫路獨協大学（長野氏）から、阪神地区協議会役員校輪番制導入までの経緯、及び加盟校において図書館員数が減少傾向にあることに伴い理事校候補も減少しつつある現状について報告があり、今後の課題とすべく各校の意見を参考にしたいとの説明があった。

　　特に意見等は無かった。

Ⅶ．その他

1． 阪神地区協議会役員校輪番制確定基礎資料調査について

議長から、配付資料に基づき、「次年度に向けて、阪神地区協議会役員校輪番制確定基

礎資料調査を行いたい。なお、処理の都合上、４月５日までに回答願いたい」旨、依頼があった。

２．２００５－６年度阪神地区協議会理事校からの挨拶

　　２００５－６年度の阪神地区協議会理事校を担当する大阪国際大学（吉岡氏）より、参加の加盟各校に対しご協力をお願いする旨の挨拶があった。
以上をもって議事を終了し、姫路獨協大学附属図書館・平野館長から閉会の挨拶があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以  上
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